
令和４年度 目的事業報告書 

１．事業名 落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王決定戦～ 

2．事業内容 上方落語協会所属の若手噺家１０名が披露する新作三題噺から着想を得た「はなし画」

により、絵本の夢を追いかけるコミュニティのイベント。1ｓｔラウンドは 9/24 北区民センター

で開催、多世代約２００名の聴衆が訪れ大いに盛り上がり決勝進出 6 名の落語家を選ん

だ。「はなし画」１次審査は12/3。12/11 には同・2次審査を実施。全５０余名・150作品

から 10 名・30 作品を選定、それら優秀作品は「記念画集」に収めた。翌 1/２７には天満

天神繁昌亭で「三題噺王決定戦」が開催され、三題噺王を決定し表彰するとともに、「は

なし画」作者の表彰式も同時開催した。2/22 には大淀コミュニティセンターで「はなし画」

原画展を自主事業の「ふれあい絵本ひろば」と同時開催した。 

３．実施日 

実施場所 

○令和４年９月２４日(土) 「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王 1ｓｔラウンド～」 

（実施場所：北区民センター ホール） 

○令和４年１２月３日(土) 「はなし画」１次審査会 

（実施場所：一般財団法人大阪市コミュニティ協会） 

○令和４年１２月１１日(日) 「はなし画」２次審査会 

（実施場所：大淀コミュニティセンター ホール） 

〇令和５年１月２７日（金）「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王決定戦～」 

（実施場所：天満天神繁盛亭） 

○令和５年２月２２日（水） 「はなし画」原画展（※「ふれあい絵本ひろば」と同時開催） 

（実施場所：大淀コミュニティセンター ホール） 

４．来場人数 延べ約３００名 

５．出演・審

査・協力など 

（敬称略） 

・（公社）上方落語協会・会長 笑福亭仁智 

桂三幸/森乃石松/桂ぽんぽ娘/桂小鯛/桂和歌ぽん/桂福点/桂鞠輔/桂あおば/ 

桂慶治朗/桂三実  

・笑福亭仁智/演芸ジャーナリスト・やまだりよこ/大阪大学大学院 工学研究科環境エネ 

ルギー工学専攻准教授・福田知弘/SPACESPACE 建築家・ツキイチ屋台女将 岸上純 

子/偕成社販売部取締役特販部長・西川稔/ロクリン社・中西洋太郎/繁昌亭マネージ 

ャー 

・大道意匠研究舎/株式会社シンカ・コミュニケーションズ 

6.次年度の 

 展望 

「はなし画」の応募者において、コミュニティからの参加を募る工夫をさらに重ね、コミュニ

ティ・イベントとしての実績を高めていく。なお、「原画展」ではホームページを活用した公開

スタイルの方が「支持を得られやすい」との考え方もあり、リアル展示にこだわる必然性は、

「この領域」において極めて低減しているものと考えられる。これら全般の課題を総合的に

検証し、次年度開催に向け検討を重ねていく。 

 

 

 

 



添付資料① 当日写真 

＜「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王 1st ラウンド～」（９月２４日＠北区民センター＞ 

 

 

＜「はなし画」２次審査会（１２月１１日＠大淀コミュニティセンター）＞ 

 

 

 

 

 

 



 

＜「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王 決勝ラウンド～」（1 月 27 日＠天満天神繫昌亭＞ 

 



＜「はなし画」表彰式（令和５年１月２７日＠天満天神繁盛亭）＞ 

 

＜「はなし画」原画展（令和５年２月２２日＠大淀コミュニティセンター）※ふれあい絵本ひろばと同時開催＞ 

 
 

 
 



 
 

添付資料② チラシ 

＜「落語と絵本のアニュアーレ」（９月２４日＠北区民センター＞ 

・表 1及び表 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・中面 2及び中面 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王～」＆「はなし画」表彰式（１月２７日＠天満天神繁盛亭）＞ 

 



＜「はなし画」原画展（令和５年２月２２日＠大淀コミュニティセンター）※ふれあい絵本ひろばと同時開催＞ 



添付資料③  落語と絵本のアニュアーレ 2022 三題噺王決定戦 1st ラウンド アンケート集計 

 



 

コミュニティ協会のホームペ

ージ  



添付資料④ 「落語と絵本のアニュアーレ」（９月２４日）アンケートご意見欄 

 

●はじめて落語を聞きました。とてもおもしろかったです。 

 

●はじめて、落語を生で見れておもしろかったです。 

 

●新たなもよおしで良かったです。落語のテレビ放送少ないのでもっと番組してほしいです。 

 

●会場の案内者や係員が少なかった。空調が寒すぎたり、後半暑かったりで残念。席の配置が見にくく残念 

 

●落語ってどんなのか知らなかったけどおもしろかった。お年寄りの人向けのイメージだったけど 10 代の私で

も友だちと一緒に楽しめました。 

 

●また、こういう落語会があれば機会があれば来たいです。 

 

●落語をちゃんと見たのは初めてだったけど、意外におもしろくて興味がわきました。 

 

●絵本のアニュアーレという割には噺を絵にしにくい話が多かった。その点だけが残念でした。 

 

●落語を生で見るのはなかなかないのでよかった。「落語」が子供の小学校の教科書にものっているので 

わかりやすいものがいいですね。 

 

●思ってたのと違い、三題噺を取り込んだ新作落語になっていてたいへんよかった。頭に浮かんだ情景が 

絵本になるのが楽しみです。 

 

●よかったのでこれからも続けてほしいと思います。 

 

●チラシを見てこのイベントを知りました。異なるジャンルの方々のコラボ大変楽しいので今後も続けていただ

けたらと思います。 

 

●上は空間があるけど下は密。出入り禁止テープを貼るなどしてドアはあるていど開放したほうが良い。入場

時から静かに会話を控えるようなアナウンスすべき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．事業名 謎解きゲーム＆北区ウルトラ〇×クイズ 

2．事業内容 約３年の新型コロナ感染拡大による「友だち」、「住民」、「地域」とのコミュニティ不足を解

消しコミュニティを図ると共に、地域の活性化や施設利用の増加促進を図る目的で開催し

た。北区の小学３年生～小学６年生を対象に２名１組で参加者を募り、「北区にまつわる

〇×クイズ」では、ペアが一丸となって北区にまつわるクイズに解答してもらい、「謎解きゲ

ーム」では中級・上級・超上級の謎解き問題を解き明かし、２つの総合点を競う内容で実

施した。 

○×クイズについては地域のまち歩き等の活動を行っているヤジ馬ヤジ北の方に問題の

監修・当日の解説を依頼した。 

３．実施日 

実施場所 

１２月２６日(月) 午後１時３０分～午後４時 

大淀コミュニティセンター・ホール 

４．来場人数 延べ １７組３４名 

５．協力 ・謎解き問題作成及び解説：ハチワレ謎解き団 彦阪舞子様、莉玖様 

・北区ウルトラ〇×クイズ解説：ヤジ馬ヤジ北 松田眞一様 

・北区子ども会育成連合協議会 

6.次年度の 

 展望 

参加者目標 ３０組に対して、応募は２０組でしたが、当日、コロナ感染や病気によるキャン

セルがあり、実績は１７組の参加となった。北区内の小学校へチラシを逓送・配架を依頼し

たが、校区があり大淀コミュニティセンターがある校区内の小学生のみの参加となった。来

年度は、多くの小学生が参加できるように北区内地域へのチラシ配架をし、回覧を活用し

た情報の拡散を図りたいと考えている。 

また、アンケート結果で内容が難しかったという声が多く見られたため、次年度は幅広い年

代の子どもたちが気軽に参加でき、自分たちの住む地域のことを始め、様々なことを楽しく

学ぶことができるような内容を検討する。 

添付資料⑤ 当日写真 

 



添付資料⑥ チラシ 

・表 

 



・裏 

 
 

 



添付資料⑦  「謎解きゲーム＆北区ウルトラ〇×クイズ」アンケート集計結果 

設問 回  答 

Q1：お住まいはどちらですか？ ・大阪市北区：２６名 

Q2：参加された年齢(学年)は？ １２歳(小学６年生)：１名 / １１歳(小学６年生)：１名 /  

１１歳(小学５年生)：３名 / １０歳(小学４年生)：８名 /  

１０歳(小学５年生)：１名 / ９歳(小学４年生)：２名 / 

９歳(小学３年生)：９名 / ８歳(小学３年生)：１名 

Q3：今回の催しに参加された満足度は    

何点ですか？（※10 点満点） 

・１０点：１０名 ・９点：２名 ・8 点：３名 ・７点：２名 ・６点：１名 

・５点：２名 ・４点：１名 ・２点：２名 ・１点：１名 ・０点：１名 

Q4：上記の点数をつけた理由を 

   お聞かせください 

・おもしろかったけど、少し難しかった。 

・とても楽しく満足した。 

・いろいろな事が学べた。 

・難しくて、こんなに頭を使ったのは久しぶりで楽しかった。 

・〇×クイズが楽しかった。 

・０点で悔しかった。 

・少し楽しかった。２位で悔しかった。 

・全部正解できなくて悲しかった。 

・〇×クイズ、謎解きも私たちが分かる位の難しさで楽しかった。 

・ちょうど良い難しさでした。 

・楽しかったけど、謎解きゲームで間違ったから６点にしました。 

・次あれば、チャレンジということで絶対参加します。 

・いろいろな謎解きがあって楽しかった。 

・優勝できず悔しいところもあり９点にしました。 

・謎解きが解けたときは、スッキリしました。 

・もう少し、簡単にして欲しい。 

・難しくて、楽しくなかった。 

以上、全回答 

Q5：今回の催しを何でお知りになりました   

か？ 

・北区広報紙「わがまち北区」：3 名 

・知り合いから聞いた：１名 ・チラシ(学校)：２１名 

・ホームページ：１名 

Q6：次回、また参加したいですか？ ・参加したい：１８名 ・参加しない：３名 ・検討する：５名 

Q7：今後、開催してほしい催し(事業) 

   など、ご意見をお聞かせください 

・謎解きを月１回開催して欲しい：６名 

・今回の内容を４か月に１回開催して欲しい：１名 

・ドッヂボールやサッカー：３名 

・漢字クイズ：２名 ・スポーツイベント：１名 

・大阪府の戦国時代クイズ：１名 ・歴史、世界史、地理クイズ：

１名 

・夏祭り：１名 ・無回答：９名 

 以上、全回答(複数回答あり) 



1.事業名 キタのまちのニュースレター＜北区ふるさと・地域間交流＞ 

2.事業内容 商業施設の更新やホテル増などによる、まちの様変わりと「まちの記憶」に着眼し、特にマ

ンション居住者が９割を超える北区の現状や今後も増加する都心居住者らに「新しいコミ

ュニティ」へのヒントになり得るような「たのしみ」や「行動をともにする地区生活者の話」など

を中心に構成したニュースレターを発行した。各号では地域コミュニティに関する様々な

分野の専門家に執筆を依頼し、北区の魅力を多面的に発信した。また、北区内ばかりで

はなく、北区に立地する道県事務所など広域交流が可能な取材先も取り込んだ。 

さらに、新たにコミュニティに参入したいと考えている方が地域の情報を得られるように多く

の方に届けるキタの情報を発信した。 

3.発行 No.4：２０２２（令和４）年春・夏号 

No.5：２０２２（令和４）年夏・秋号 

No.6：２０２２（令和４）年秋・冬号 

No.7：２０２３（令和５）年冬・春号 

4.発行部数 各 16,000 部 

5.編集・発行 北区民センター・大淀コミュニティセンター・都市コミュニティ研究室 

6.次年度の 

 展望 

北区在住・在勤の人が寄稿できる「北区つぶやきコーナー」を設け、北区の人のリアルな

声を取り入れる。実際に住んでいる人の気づきを取り入れることで、共感できる人たちによ

る新たなコミュニティづくりの橋渡しを目指す。参加型コンテンツを作ることで、新たな読者

の発掘ができ、年間を通してのニュースレターのイメージをつかむことが出来る。 

それに加えて、北区民センターや大淀コミュニティセンターの事業などの情報を発信・周

知するとともに、地域コミュニティに関する様々な分野の方やご利用頂いた地域団体に出

稿協力を依頼し、北区に寄り添い北区の魅力を発信し続ける。 

そして、地域住民の皆様に北区民センターや大淀コミュニティセンターが「気軽に」・「いつ

でも」・「誰とでも」・「地域コミュニティの場」として利用頂けるようの利用促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料⑧ ＜キタのまちのニュースレター No.4＞ 

 



 



 



 



＜キタのまちのニュースレター No.5＞ 



 



 



 



＜キタのまちのニュースレター No.6＞ 

 



 



 



 



＜キタのまちのニュースレター No.7＞ 

 



 



 



 



1.事業名 扇町マナビバ マナビバ・フラ・カンファレンス＜環境循環型コミュニティを表現し楽しむ＞ 

2.事業内容 フラの学びを高めあうことにより地域コミュニティがより豊かになることを目的とした、“フラで

つながるコミュニティイベント”を 3 月 12 日に北区民センターで実施した。 

イベントは二部制で実施し、第一部ではハワイアンスタイルのオープニングに始まり、子ども

を中心としたフラのステージ。第二部ではテーマに沿ったハワイアンソングの曲を紹介しな

がら、生バンドの演奏でのフラダンス。フラを見たことがない方から踊れる方まで、理解を深

めることができるステージを企画した。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和５年３月１２日（日） 北区民センター ホール 

4.来場人数 延べ約３００名 

5.出演 ・ハーラウ オ リリノエ/・ハラウ フラ オ カモク オピオ オカラニ 

・ハラウ フラ オ メハナ 

6.次年度の 

 展望 

今年度は前年度よりも来場人数が多く、さらににぎやかなものとなった。たくさんの来場者

がある中で、次年度は参加者がもっとフラの世界に入り込めるよう「体験・体感」できる仕組

みをイベントに組み込みたいと考えている。また、イベントが地域の新しいつながりの場とな

るよう、次年度はチラシ・ポスターを活用した広報面においてもさらに力を入れていくことを

検討している。 

 

添付資料⑨ 当日写真 

＜マナビバ・フラ・カンファレンス（３月１２日＠北区民センター・ホール）＞ 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.事業名 浪花百景展示・講演会＜大公園の次世代を考える「扇町マナビバ」フォーラム事業＞ 

2.事業内容 大阪の昔の風景を描いた「浪花百景」４０点(景)を大判タペストリーにし、今と昔の大阪を

図版で実感。 

橋爪節也大阪大学院文学研究科教授と大阪大学総合学術博物館の波瀬山祥子さんに

よるワークショップも開催した。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和 4年１１月１２日(土)～１３日(日) 大淀コミュニティセンター・ホール 

 自主事業の「文化のつどい」と同時開催 

4.来場人数 延べ約５０名 

5.協力 ・大阪大学教授 橋爪節也氏 

・大阪大学総合学術博物館 波瀬山祥子氏 

6.次年度の 

 展望 

江戸後期の大坂を描いた図版集「浪花百景」の原画（１００枚の風景錦絵）を、高精度で

大判のタペストリーに施し毎年度ごとに２０点(景)程度追加して「企画展示」を実施した。 

幕末の大坂の町の様子や庶民の姿が生き生きと描かれ、後年の開発と戦災で姿を消した

川や橋も多数見られる図版を、来年度は１０点(景)を追加。大阪の今昔を知るきっかけの

一環とし江戸時代の「古き良き大坂」にタイムスリップしてもらいながら、商都浪花の賑わい

とそこで暮らす市井の人々の営みを一瞬の「景」でとらえた『浪花百景』の世界を読み解

き、見る人が『今のまちに求められる視点』を検証もらえる糧にしてもらう。 

今年度は大淀コミュニティセンターの自主事業である「文化のつどい」と併催することで、イ

ベントに足を運んだ方が気軽にタペストリーを見られるようにした。次年度は、来場者が

「今」と「昔」を見比べながらタペストリーを閲覧できるような展示方法の再検討や、施設に

足を運んだより多くの方に企画に参加して頂けるように展示期間を拡充するなど、企画内

容を精査していく。 

 



添付資料⑩ 当日写真 

＜浪花百景展示・ワークショップ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料⑪ チラシ 

 


